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応用分野等

抗炎症作用に基づく新規治療標的の探索 腎障害、虚血再灌

流障害、がん、敗血症、神経変性疾患、放射線障害

炎症反応を強力に抑える活性イオウ誘導体の開発

研究内容

【技術の背景】【技術の背景】

活性イオウはわれわれの細胞で作られる生体成分で、抗酸化作用やエネルギー代謝への働きなどが知られている。

細胞内の活性イオウ含量を人為的に増やすことができる活性イオウドナーは、活性イオウの働きを調べる重要なツールと期待され、世界

中でその開発が進められている。

 

【本技術の特長】【本技術の特長】

N-アセチルシステインNACとイオウ原子を主成分とするNAC-S2。

高い保存安定性、細胞透過性、即効性、安全性、組織分布性

強力な抗炎症作用
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